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「はやぶさ２」での小型ローバ・ランダによる表面科学観測
Surface science with small landing robots in Hayabusa-2
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「はやぶさ２」は C型小惑星 1999JU3からのサンプルリターンを行う探査機であるが、貴重なサンプルといえども小
惑星表面上の数点の情報にすぎない。そのため現地における小惑星観測による小惑星のグローバルな特徴の観測、小惑
星表面の詳細な観察はサンプルリターンと相補的で重要なサイエンス目的である。遠隔探査による小惑星の地形、地質
構造、構成鉱物、表層粒度や物理状態から内部構造を調べることは必須である。また、サンプル採取地点の高解像度な
観測データはサンプルの出自を明確にする必要情報である。
一方で、表層の構成粒子のサイズや空隙率、硬さ、化学組成、鉱物組成などについて、小惑星表面で観察することは

非常に有意義である。遠隔探査、サンプルとをつなくスケールでの物質や表層環境の情報を取得し、両者の関係をつな
ぐシナジー効果が期待できる。
このため、現在はMINERVA-II とMASCOTという 2種類の小型着陸探査ロボットを小惑星表面に降ろし、観測を行

う予定である。これらについて紹介し、できる科学探査項目を提示する。
MINERVA-II は、「はやぶさ」に搭載された MINERVA の姉妹機であるホッピング探査機であり、大学等のコミュニ

ティとコンソーシウムにより開発する。2台の立体カメラ、1台の望遠カメラを搭載する。温度センサがウニの針状に突
き出しており、小惑星の表面に接触して温度を計測する。加速度計により、表面でのバウンド時に表層の硬度を計測す
る。そのほか、紫外 LED照射による蛍光発光による有機物の調査も検討している。

MASCOTは、ドイツ DLRを中心に検討を進めている国際協力による小型ローバで、母船上の分離機構を含めて合計
10�以下である。うち観測機器は 3�未満である。ひとつは、12点式マルチバンドまたは多色 LED照射による多波長
で周辺観察し、地形や地質構造を把握するカメラWACである。2番目は、可視・近赤外の分光マクロカメラMicrOmega
であり、表層の微細な構造や鉱物組成に関する情報を得る。３番目はレーザ誘起破壊分光装置 LIBSであり、表層の岩石
を構成する主要な元素、水・有機物に関係する揮発性の高い元素を調べる。4番目として、磁力計が候補になっており、
太陽風通過時の磁場変動により小惑星内部の平均誘電率や電気伝導率、すなわち空隙率や金属相の存在度を調べる。そ
のほか、温度センサ、加速度センサ、傾斜計などがあり、小惑星表層の温度、表面硬さ、地形の傾斜などを調査する。
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